
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　規

　則 

○
福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                                         

一 

○
福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                       

二 

○
福
島
県
旅
費
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                                     

二 

○
福
島
県
調
理
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                                 

二 

○
福
島
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                             

三 

○
福
島
県
流
域
下
水
道
事
業
の
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                 

三 

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                           

三 

　訓

　令 

○
福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令                                     

四 

　福
島
県
企
業
局 

○
福
島
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程                                   

五 

　福
島
県
病
院
局 

○
福
島
県
病
院
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程                                   

七 

　福
島
県
教
育
委
員
会 

○
福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令                                 

九 
 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

規

　
　則 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
旅
費
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
調
理
師
法
施
行
細
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
流
域

下
水
道
事
業
の
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

　
　令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

福
島
県
規
則
第
三
十
四
号 

　
　
　福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　第
六
十
一
条
中
「
領
収
書
（
」
の
下
に
「
第
四
十
号
様
式
、
」
を
加
え
る
。 

　第
百
九
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

　（
納
入
通
知
書
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
収
入
の
収
納
に
お
け
る
指
定
金
融
機
関
の
手
続
） 

第
百
九
十
三
条
の
二

　指
定
金
融
機
関
は
、
第
二
百
九
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
入
通
知

書
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
収
入
を
収
納
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
同
条
第
二
項
で
受
領
し
た

電
子
収
納
領
収
済
通
知
書
と
照
合
し
歳
入
等
に
受
け
入
れ
る
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　第
二
百
二
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

　（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
契
約
の
締
結
） 

第
二
百
二
十
五
条
の
二

　契
約
権
者
は
、
契
約
を
締
結
す
べ
き
相
手
方
が
確
定
し
、
契
約
書
を
作
成
す

べ
き
と
き
で
あ
っ
て
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
契
約
書
案
二
通

の
送
付
に
代
え
て
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
契
約
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録

（
以
下
「
電
子
契
約
書
」
と
い
う
。
）
の
案
を
作
成
し
、
相
手
方
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２

　前
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
契
約
書
の
案
の
送
信
を
受
け
た
相
手
方
は
、
知
事
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
電
子
契
約
書
の
案
に
電
子
署
名
（
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
い
、

契
約
権
者
に
返
信
す
る
も
の
と
す
る
。 

３

　前
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
契
約
書
の
案
の
返
信
を
受
け
た
契
約
権
者
は
、
速
や
か
に
当
該
電
子
契

約
書
の
案
に
電
子
署
名
を
行
い
、
当
該
契
約
を
確
定
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　第
二
百
二
十
六
条
の
見
出
し
中
「
契
約
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
契
約
書
」

の
下
に
「
（
電
子
契
約
書
を
含
む
。
以
下
「
契
約
書
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
契

約
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
契
約
書
」
の
下
に
「
等
」
を
、
「
附
属
書
類
」
の

下
に
「
又
は
電
磁
的
記
録
」
を
加
え
る
。 

　第
二
百
二
十
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
契
約
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中

「
請
書
」
の
下
に
「
（
請
書
の
内
容
が
記
録
さ
れ
、
相
手
方
の
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
電
磁
的
記
録
を

含
む
。
以
下
「
請
書
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
請
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、

同
条
第
九
号
中
「
、
物
資
等
の
調
達
に
関
す
る
協
定
等
に
基
づ
い
て
物
品
を
購
入
す
る
と
き
」
を
「
災

害
時
応
援
協
定
等
に
基
づ
い
て
、
食
糧
、
物
品
若
し
く
は
備
品
の
購
入
、
物
資
の
運
搬
、

委
託
業
務
又
は
資
機
材
の
使
用
若
し
く
は
賃
借
を
行
う
と
き
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
食
料
」
を

「
食
糧
」
に
改
め
る
。 

　第
二
百
三
十
五
条
中
「
年
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
」
を
「
政
府
契
約
の
支
払
遅
延
防
止
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が
決

定
し
た
率
」
に
改
め
る
。 

　第
二
百
六
十
七
条
第
一
号
中
「
二
百
五
十
万
円
」
を
「
四
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
百

六
十
万
円
」
を
「
三
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
八
十
万
円
」
を
「
百
五
十
万
円
」
に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
三
十
万
円
」
を
「
五
十
万

円
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
百
万
円
」
を
「
二
百
万
円
」
に
改
め
る
。 
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　第
二
百
七
十
四
条
の
三
中
「
（
特
例
政
令
第
二
条
第
六
号
の
一
連
の
調
達
契
約
（
以
下
「
一
連
の
調

達
契
約
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
最
初
の
契
約
以
外
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
は
、
最
初

の
契
約
に
係
る
公
告
に
お
い
て
最
初
の
契
約
以
外
の
契
約
に
係
る
公
告
を
少
な
く
と
も
二
十
四
日
前
に

行
う
旨
規
定
し
た
場
合
に
限
り
二
十
四
日
前
）
」
を
削
る
。 

　第
二
百
九
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

　（
納
入
通
知
書
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
収
入
の
収
納
に
お
け
る
受
託
者
等
の
手
続
） 

第
二
百
九
十
四
条
の
二

　法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
入
通
知
書
に
基
づ
く
収

納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
（
以
下
「
納
入
通
知
書
に
係
る
指
定
公
金
事
務

取
扱
者
」
と
い
う
。
）
が
歳
入
等
を
収
納
し
た
と
き
は
、
別
に
定
め
る
計
算
書
を
会
計
管
理
者
に
送

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２

　会
計
管
理
者
は
、
前
項
の
計
算
書
を
受
領
し
た
と
き
は
、
受
領
し
た
日
の
翌
日
（
そ
の
日
が
休
日

等
に
当
た
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
日
の
翌
日
）
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
電
子
収
納
領
収
済
通
知
を
作

成
し
、
指
定
金
融
機
関
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３

　納
入
通
知
書
に
係
る
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
し
た
計
算
書
に
基

づ
く
歳
入
等
を
、
計
算
書
を
送
付
し
た
日
の
翌
日
（
そ
の
日
が
休
日
等
に
当
た
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

の
日
の
翌
日
）
ま
で
に
指
定
金
融
機
関
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
　
　
　
　
　「
福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　別
表
第
一
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
「
福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン 

　
　
　
　
　
　
　福
島
県
若
松
乳
児
院

　
　
　
　
　
　
　
　」 

　
　
　
　
　「
福
島
県
立
勿
来
工
業
高
等
学
校 

タ
ー
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
「
福
島
県
立
勿
来
工
業
高
等
学
校
」
に
、
「
福
島 

　
　
　
　
　
　福
島
県
立
好
間
高
等
学
校

　
　」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
福
島
県
立
だ
て
支
援
学
校 

県
立
だ
て
支
援
学
校
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
改
め
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
立
あ
だ
ち
支
援
学
校
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「 

　別
表
第
六
の
表
企
画
調
整
部
の
項
中

　企
画
調
整
総
室

　企
画
調
整
課
の
う
ち
知
事
が
指
定
す
る
者 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「 

　
　
　
　現
金
取
扱
員
及
び
物
品
取

　
　
　企
画
調
整
総
室

　企
画
調
整
課
の
う
ち
知
事
が
指
定
す
る 

の
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を 

　
　
　
　扱
員

　
　
　
　
　
　
　
　」

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　避
難
地
域
復
興
局

　生
活
拠
点
課
の
う
ち
知
事
が
指
定
す 

　
　
　
　
　現
金
出
納
員
及
び
物
品
取 

者
の
職 

　
　
　
　
　扱
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　に
改
め
る
。 

 

る
者
の
職

　現
金
出
納
員

　
　
　
　
　」 

　別
表
第
七
の
表
福
島
県
若
松
乳
児
院
の
項
を
削
り
、
同
表
福
島
県
空
港
事
務
所
の
項
中
「
現
金
取
扱

員
」
を
「
現
金
出
納
員
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
好
間
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
福
島
県
立
だ

て
支
援
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

福
島
県
立
あ
だ
ち
支
援
学
校

　事
務
長

　現
金
出
納
員
及
び
物
品
出
納
員 

　別
表
第
八
の
表
福
島
県
鮫
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

　福
島
県
立
安
積
中
学
校

　事
務
長

　現
金
取
扱
員
及
び
物
品
取
扱
員 

　別
表
第
八
の
表
福
島
県
立
相
馬
農
業
高
等
学
校
飯
舘
校
の
項
を
削
る
。 

　第
四
十
号
様
式
中
「第

52条

︱第
55条

」
を
「第

52条

︱第
55条

第
61条

」
に
改
め
る
。 

、

　
　
　附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
財

　政

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
五
号 

福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　
　
　「
第
二
十
五
章

　納
入
通
知
書
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
収
入
（
第
百
六
条
︱
第
百 

目
次
中 

　
　
　
　第
二
十
六
章

　農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
物
品
売
払
代
金
収
入
（
第
百
九
条
・
第
百
十
条
） 

八
条
） 

　
　
　
　を
「
第
二
十
五
章

　農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
物
品
売
払
代
金
収
入
（
第
百
六
条
・
第
百
七 

　
　
　」 

条
）
」
に
改
め
る
。 

第
一
条
中
「
、
納
入
通
知
書
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
収
入
」
を
削
る
。 

第
二
条
第
九
項
を
削
る
。 

第
二
十
五
章
を
削
る
。 

第
二
十
六
章
中
第
百
九
条
を
第
百
六
条
と
し
、
第
百
十
条
を
第
百
七
条
と
す
る
。 

第
二
十
六
章
を
第
二
十
五
章
と
す
る
。 

附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
財

　政

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
六
号 

　
　
　福
島
県
旅
費
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　福
島
県
旅
費
取
扱
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
福
島
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　別
表
第
一
福
島
市
の
部

の
項
中
「松

川
小
学
校

」
を
「松

陵
義
務
教
育
学
校

」
に
改
め
、
同
部

28

31

の
項
中
「下

川
崎
小
学
校

」
を
「旧

下
川
崎
小
学
校

」
に
改
め
、
同
表
会
津
若
松
市
の
部
５
の
項
中
「及

び
飯
寺
北
三
丁
目

」
を
「

飯
寺
北
三
丁
目

飯
寺
南
一
丁
目

飯
寺
南
二
丁
目

飯
寺
南
三
丁
目
及

、
、

、
、

び
飯
寺
南
四
丁
目

」
に
改
め
、
同
表
喜
多
方
市
の
部
９
の
項
中
「加

納
小
学
校

」
を
「熱

塩
加
納
小
学

校

」
に
改
め
、
同
表
金
山
町
の
部
２
の
項
中
「横

田
小
学
校

」
を
「旧

横
田
小
学
校

」
に
改
め
、
同
表

石
川
町
の
部
６
の
項
中
「野

木
沢
小
学
校

」
を
「旧

野
木
沢
小
学
校

」
に
改
め
る
。 

　
　
　附

　則 
　こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
会
津
若
松
市
の
部
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
人

　事

　課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
七
号 

福
島
県
調
理
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
調
理
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
福
島
県
規
則
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
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改
正
す
る
。 

第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を
「
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
一

号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
す
る
。 

附

　則 
こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
食
品
生
活
衛
生
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
八
号 

福
島
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
福
島
県
規
則
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条

中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
食
品
生
活
衛
生
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
三
十
九
号 

　
　
　福
島
県
流
域
下
水
道
事
業
の
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
流
域
下
水
道
事
業
の
会
計
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
福
島
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
の
表
二
十
四
の
項
中
「
第
二
百
二
十
八
条
」
を
「
第
二
百
二
十
九
条
」
に
改
め
る
。 

第
二
百
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第

一
項
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
一
資
産
の
表
流
動
資
産
の
部
現
金
預
金
の
項
中
「
現
金
預
金
」
を
「
現
金
・
預
金
」
に
改
め
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「 

 
 

 

　

 

同
表
負
債
の
表
繰
延
収
益
の
部
長
期
前
受
金
の
款
中 

国
庫
補
助
金

　
　

 

国
庫
補
助
金

　
　

　

  

　
　
　
　
　
　
　
　「 

 
 

 
 

 
 

一
般
会
計
繰
入
金 

一
般
会
計
繰
入
金

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
　
　
　 

 
 

一
般
会
計
繰
入
金 

一
般
会
計
繰
入
金 

 

　
　
　
　
　

　を 
 

 

　に
改
め
、
同 

 

収
益
化
累
計
額

　

 

収
益
化
累
計
額

　

 

」

  
 

 
 

国
庫
補
助
金

　
　

 

国
庫
補
助
金

　
　

  

」

表
収
益
の
表
流
域
下
水
道
事
業
収
益
の
部
営
業
外
収
益
の
款
一
般
会
計
繰
入
金
の
項
中
「
一
般
会
計
繰 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「 
 

 

入
金
収
入
」
を
「
一
般
会
計
繰
入
金
」
に
改
め
、
同
款
長
期
前
受
金
戻
入
の
項
中 

国
庫
補
助
金

　

 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「 

   
 

 
 

   
 

一
般
会
計
繰
入
金 

　
　
　
　
　
　

 
   

 
 

 
   

　

　
　
　
　
　
　

　を 

　に
改
め
、
同
表
費
用
の
表 

 
 

   

」 

国
庫
補
助
金 

   
   」

流
域
下
水
道
事
業
費
用
の
部
営
業
費
用
の
款
処
理
場
費
の
項
中
「
処
理
場
費
」
を
「
下
水
処
理
場
費
」

に
改
め
、
同
款
資
産
消
耗
費
の
項
中
「
資
産
消
耗
費
」
を
「
資
産
減
耗
費
」
に
改
め
る
。 

　
　
　附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
水
道
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
四
十
号 

　
　
　福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

　第
九
条
第
二
項
中
「
原
則
と
し
て
」
を
「
同
居
親
族
を
除
く
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の

よ
う
に
加
え
る
。 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
緊
急
連
絡
人
と
し
て
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
を
確
保
で
き
な
い
と

き
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
者
の
中
か
ら
二
名
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
九
条
第
六
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
「
生
じ
た
と
き
」
の
下
に
「
又
は
前
項
の

規
定
に
よ
り
承
諾
書
を
提
出
す
る
と
き
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第

三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、
「
に
よ
る
変
更
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
に

よ
り
新
た
な
緊
急
連
絡
人
を
確
保
し
た
場
合
は
、
当
該
」
に
改
め
、
「
承
諾
書
を
」
の
下
に
「
速
や
か

に
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
各
号
列

記
以
外
の
部
分
中
「
を
変
更
」
を
「
に
代
わ
る
新
た
な
緊
急
連
絡
人
を
確
保
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。 

３

　前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
知
事
が

別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
緊
急
連
絡
人
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
森
合
台
の
前
団
地
の
項
中
「
〇
・
九
五
」
を
「
〇
・
九
四
」
に
改
め
、

同
表
福
島
県
営
渡
利
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
四
」
を
「
〇
・
八
五
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
宮
代
団

地
の
項
中
「
〇
・
七
七
」
を
「
〇
・
七
六
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
笹
谷
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
九
」

を
「
〇
・
八
八
」
に
、
「
〇
・
八
七
」
を
「
〇
・
八
六
」
に
、
「
〇
・
九
一
」
を
「
〇
・
九
〇
」
に
、

「
〇
・
九
七
」
を
「
〇
・
九
六
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
泉
白
川
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
七
」
を

「
〇
・
八
八
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
蓬
莱
団
地
の
項
中
「
十
九
号
棟
」
の
下
に
「
、
二
十
号
棟
の

一
号
室
、
三
号
室
、
四
号
室
、
六
号
室
か
ら
八
号
室
ま
で
、
十
号
室
、
十
二
号
室
、
十
五
号
室
、
十
七

号
室
、
十
九
号
室
、
二
十
号
室
、
二
十
三
号
室
及
び
二
十
五
号
室
か
ら
三
十
号
室
ま
で
、
二
十
一
号
棟
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の
一
号
室
、
二
号
室
、
四
号
室
か
ら
六
号
室
ま
で
、
八
号
室
か
ら
十
二
号
室
ま
で
、
十
五
号
室
、
十
六

号
室
、
十
八
号
室
、
二
十
号
室
か
ら
二
十
二
号
室
ま
で
、
二
十
四
号
室
か
ら
二
十
六
号
室
ま
で
、
二
十

八
号
室
及
び
二
十
九
号
室
、
二
十
二
号
棟
」
を
、
「
四
十
号
室
ま
で
」
の
下
に
「
、
二
十
号
棟
の
二
号

室
、
五
号
室
、
九
号
室
、
十
一
号
室
、
十
三
号
室
、
十
四
号
室
、
十
六
号
室
、
十
八
号
室
、
二
十
一
号

室
、
二
十
二
号
室
及
び
二
十
四
号
室
、
二
十
一
号
棟
の
三
号
室
、
七
号
室
、
十
三
号
室
、
十
四
号
室
、

十
七
号
室
、
十
九
号
室
、
二
十
三
号
室
、
二
十
七
号
室
及
び
三
十
号
室
」
を
加
え
、
同
表
福
島
県
営
壁

沢
団
地
の
項
中
「
〇
・
九
四
」
を
「
〇
・
九
五
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
島
団
地
の
項
中
「
〇
・
九

〇
」
を
「
〇
・
九
一
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
柴
宮
団
地
の
項
中
「
三
十
九
号
棟
の
一
号
室
、
三
号

室
、
五
号
室
か
ら
七
号
室
ま
で
、
九
号
室
、
十
一
号
室
」
を
「
三
十
九
号
棟
の
一
号
室
、
五
号
室
か
ら

七
号
室
ま
で
、
九
号
室
」
に
改
め
、
「
、
三
十
五
号
室
」
を
削
り
、
「
四
十
号
棟
の
五
号
室
、
十
五
号

室
」
を
「
四
十
号
棟
の
十
五
号
室
」
に
改
め
、
「
五
十
号
棟
」
の
下
に
「
の
二
号
室
か
ら
七
号
室
ま
で
、

九
号
室
、
十
一
号
室
、
十
二
号
室
、
十
四
号
室
か
ら
十
八
号
室
ま
で
、
二
十
号
室
、
二
十
一
号
室
、
二

十
四
号
室
、
二
十
七
号
室
、
二
十
九
号
室
及
び
三
十
号
室
」
を
加
え
、
「
、
三
号
室
か
ら
」
を
「
、
三

号
室
か
ら
八
号
室
ま
で
、
十
号
室
か
ら
」
に
改
め
、
「
五
十
二
号
棟
」
の
下
に
「
の
一
号
室
か
ら
四
号

室
ま
で
、
六
号
室
、
七
号
室
、
十
号
室
か
ら
十
二
号
室
ま
で
、
十
五
号
室
か
ら
十
九
号
室
ま
で
、
二
十

二
号
室
か
ら
二
十
四
号
室
ま
で
、
二
十
九
号
室
及
び
三
十
号
室
」
を
加
え
、
「
五
十
四
号
棟
か
ら
五
十

六
号
棟
ま
で
」
を
「
五
十
四
号
棟
の
一
号
室
、
三
号
室
、
五
号
室
か
ら
九
号
室
ま
で
、
十
一
号
室
か
ら

十
四
号
室
ま
で
、
十
七
号
室
、
十
九
号
室
か
ら
二
十
二
号
室
ま
で
、
二
十
四
号
室
、
二
十
六
号
室
及
び

二
十
八
号
室
か
ら
三
十
号
室
ま
で
、
五
十
五
号
棟
の
一
号
室
、
二
号
室
、
四
号
室
、
五
号
室
、
八
号
室
、

十
号
室
か
ら
十
三
号
室
ま
で
、
十
六
号
室
、
十
九
号
室
、
二
十
号
室
、
二
十
二
号
室
、
二
十
五
号
室
、

二
十
六
号
室
及
び
三
十
号
室
、
五
十
六
号
棟
の
一
号
室
、
三
号
室
か
ら
五
号
室
ま
で
、
七
号
室
か
ら
十

号
室
ま
で
及
び
十
二
号
室
か
ら
二
十
号
室
ま
で
」
に
改
め
、
「
三
十
九
号
棟
の
二
号
室
、
四
号
室
、
八

号
室
、
十
号
室
」
を
「
三
十
九
号
棟
の
二
号
室
か
ら
四
号
室
ま
で
、
八
号
室
、
十
号
室
、
十
一
号
室
」

に
、
「
三
十
四
号
室
及
び
三
十
六
号
室
」
を
「
三
十
四
号
室
か
ら
三
十
六
号
室
ま
で
」
に
、
「
四
十
号

棟
の
一
号
室
か
ら
四
号
室
ま
で
、
六
号
室
か
ら
十
四
号
室
ま
で
」
を
「
四
十
号
棟
の
一
号
室
か
ら
十
四

号
室
ま
で
」
に
改
め
、
「
二
十
号
室
か
ら
二
十
七
号
室
ま
で
及
び
三
十
号
室
」
の
下
に
「
、
五
十
号
棟

の
一
号
室
、
八
号
室
、
十
号
室
、
十
三
号
室
、
十
九
号
室
、
二
十
二
号
室
、
二
十
三
号
室
、
二
十
五
号

室
、
二
十
六
号
室
及
び
二
十
八
号
室
」
を
、
「
五
十
一
号
棟
の
二
号
室
」
の
下
に
「
、
九
号
室
」
を
、

「
及
び
二
十
六
号
室
」
の
下
に
「
、
五
十
二
号
棟
の
五
号
室
、
八
号
室
、
九
号
室
、
十
三
号
室
、
十
四

号
室
、
二
十
号
室
、
二
十
一
号
室
及
び
二
十
五
号
室
か
ら
二
十
八
号
室
ま
で
」
を
、
「
五
十
三
号
棟
」

の
下
に
「
、
五
十
四
号
棟
の
二
号
室
、
四
号
室
、
十
号
室
、
十
五
号
室
、
十
六
号
室
、
十
八
号
室
、
二

十
三
号
室
、
二
十
五
号
室
及
び
二
十
七
号
室
、
五
十
五
号
棟
の
三
号
室
、
六
号
室
、
七
号
室
、
九
号
室
、

十
四
号
室
、
十
五
号
室
、
十
七
号
室
、
十
八
号
室
、
二
十
一
号
室
、
二
十
三
号
室
、
二
十
四
号
室
、
二

十
七
号
室
か
ら
二
十
九
号
室
ま
で
、
五
十
六
号
棟
の
二
号
室
、
六
号
室
及
び
十
一
号
室
」
を
加
え
、
同

表
福
島
県
営
緑
ヶ
丘
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
五
」
を
「
〇
・
八
六
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
富
田
団

地
の
項
中
「
一
・
〇
〇
」
を
「
一
・
〇
一
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
鶴
見
坦
団
地
の
項
中
「
一
・
〇

〇
」
を
「
一
・
〇
一
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
緑
町
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
五
」
を
「
〇
・
八
四
」

に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
芦
田
塚
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
八
」
を
「
〇
・
八
九
」
に
改
め
、
同
表
福
島

県
営
石
崎
北
団
地
の
項
中
「
一
・
〇
一
」
を
「
一
・
〇
二
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
平
沢
団
地
の
項

中
「
〇
・
九
〇
」
を
「
〇
・
九
二
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
金
勝
寺
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
九
」
を

「
〇
・
八
八
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
真
舟
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
四
」
を
「
〇
・
八
三
」
に
改
め
、

同
表
福
島
県
営
白
梅
が
郷
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
九
」
を
「
〇
・
八
八
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
日

吉
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
八
」
を
「
〇
・
八
九
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
白
虎
団
地
の
項
中
「
一
・

〇
〇
」
を
「
一
・
〇
一
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
小
川
町
西
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
九
」
を
「
〇
・

九
〇
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
上
町
団
地
の
項
中
「
一
・
〇
〇
」
を
「
一
・
〇
一
」
に
改
め
、
同
表

福
島
県
営
牛
越
団
地
の
項
中
「
〇
・
九
五
」
を
「
〇
・
九
四
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
高
坂
西
団
地

の
項
中
「
〇
・
八
六
」
を
「
〇
・
八
五
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
玉
川
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
〇
」

を
「
〇
・
八
一
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
白
米
団
地
の
項
中
「
〇
・
七
七
」
を
「
〇
・
七
六
」
に
改

め
、
同
表
福
島
県
営
江
畑
団
地
の
項
中
「
〇
・
七
一
」
を
「
〇
・
七
〇
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
根

小
屋
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
四
」
を
「
〇
・
八
五
」
に
、
「
〇
・
八
六
」
を
「
〇
・
八
七
」
に
改
め
、

同
表
福
島
県
営
八
幡
小
路
団
地
の
項
中
「
〇
・
九
五
」
を
「
〇
・
九
六
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
四

ツ
倉
団
地
の
項
中
「
〇
・
九
二
」
を
「
〇
・
九
一
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
下
矢
田
団
地
の
項
中

「
〇
・
九
一
」
を
「
〇
・
九
〇
」
に
改
め
る
。 

　別
表
第
四
福
島
県
営
荒
井
団
地
の
項
中
「
〇
・
八
九
四
七
」
を
「
〇
・
八
九
〇
八
」
に
、
「
〇
・
八

九
八
六
」
を
「
〇
・
八
九
四
七
」
に
改
め
る
。 

　様
式
第
四
号
の
二
の
備
考
中
「様

式
第
５
号

」
を
「様

式
第
４
号

」
に
改
め
る
。 

　
　
　附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
建
築
住
宅
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

訓

　
　令 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
訓
令
第
八
号 

本

　庁

　機

　関

　

 

出

　先

　機

　関

　

 

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

　福
島
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
福
島
県
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
二
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
次
に
掲
げ
る
届
出
」
を
「
本
庁
舎
（
西
庁
舎
及
び
北

庁
舎
を
含
む
。
）
に
所
在
す
る
機
関
に
あ
つ
て
は
福
島
県
庁
舎
管
理
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
福
島
県
規

則
第
九
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
の
庁
舎
総
括
管
理
責
任
者
が
定
め
る
手
続
、
そ
れ
以
外
の
機
関
に
あ

つ
て
は
当
該
機
関
の
所
在
す
る
庁
舎
の
福
島
県
合
同
庁
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
規
則
第

三
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
の
庁
舎
管
理
責
任
者
が
定
め
る
手
続
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。 

第
一
号
様
式
の
三
中
「３

歳
未
満
の
子
又
は

」
を
「小

学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
又
は

」

に
、
「３

歳
未
満
の
子
に
係
る
超
過
勤
務

」
を
「超

過
勤
務

」
に
、
「そ

れ
ぞ
れ
満
６
歳
又
は
満
３
歳

」
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を
「満

６
歳

」
に
改
め
る
。 

第
八
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
８
号
様
式　

削
除

 

附

　則 
こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
人

　事

　課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　

 

福
島
県
企
業
局 

　
　
　
　
　
　
　

 
                              

                                       

福 島 県 企 業 局 財 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を こ こ に 公 布 す る 。  
令 和 ７ 年 ３ 月 28 日  

                                                  福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄  
福 島 県 企 業 局 管 理 規 程 第 ４ 号  

福 島 県 企 業 局 財 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程  
福 島 県 企 業 局 財 務 規 程 （ 昭 和 44 年 福 島 県 企 業 局 管 理 規 程 第 ８ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  
目 次 中 「 第 ９ 章   分 譲 資 産 （ 第 1 4 9 条 ― 第 1 5 4 条 ） 」 を 「 第 ９ 章   削 除 」 に 、 「 第 1 5 4

条 の ２ ― 第 1 5 4 条 の ５ 」 を 「 第 1 4 9 条 ― 第 1 5 2 条 」 に 、 「 第 1 5 4 条 の ６ ・ 第 1 5 4 条 の ７ 」 を
「 第 153 条 ・ 第 154 条 」 に 改 め る 。  

第 ２ 条 第 ３ 号 中 「 第 ２ 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 課 （ 以 下 こ れ ら の 課 を 「 本 局 」 と 総 称 す
る 」 を 「 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 課 （ 以 下 「 本 局 」 と い う 」 に 改 め る 。  

第 ４ 条 第 １ 項 中 「 企 業 総 務 課 」 を 「 本 局 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 企 業 局 」 を 削 る 。  
第 ７ 条 第 １ 項 の 表 ８ の 項 中 「 、 分 譲 資 産 」 を 削 り 、 同 表 1 2 の 項 を 削 る 。  
第 ８ 条 第 １ 項 の 表 １ の 項 及 び ２ の 項 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 表 ３ の

項 中 「 若 し く は 」 を 「 又 は 」 に 改 め 、 「 又 は 分 譲 資 産 の 購 入 」 を 削 り 、 「 企 業 総 務 課 長 」
を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 表 ４ の 項 か ら ６ の 項 ま で の 項 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改
め 、 同 表 ７ の 項 中 「 、 分 譲 資 産 」 を 削 り 、 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 表 第
８ の 項 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 表 ９ の 項 を 削 り 、 同 表 10 の 項 中 「 及 び
分 譲 資 産 」 を 削 り 、 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 ９ の 項 と し 、 同 表
11 の 項 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 第 10 の 項 と し 、 同 表 第 12 の 項
中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 第 11 の 項 と し 、 同 表 第 1 3 の 項 中 「 企
業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 第 1 2 の 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 表 ２ の 項 、 ４
の 項 、 ５ の 項 及 び ７ の 項 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 表 ８ の 項 中 「 及 び 分
譲 資 産 」 を 削 り 、 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め 、 同 表 ９ の 項 、 14 の 項 か ら 16 の 項
ま で 、 18 の 項 及 び 21 の 項 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め る 。  

                    「 工 事 台 帳  
第 14 条 の 表 課 長 の 項 中   分 譲 資 産 台 帳 （ 企 業 総 務 課 長 に 限 る 。 ）         を 「 工 事 台  
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                      分 譲 資 産 使 用 許 可 簿 （ 企 業 総 務 課 長 に 限 る 。 ） 」  
                              「 分 譲 資 産 台 帳  
帳 」 に 改 め 、 同 表 事 業 所 長 の 項 中   固 定 資 産 使 用 許 可 簿   を 「 固 定 資 産 使 用 許 可 簿 」 に  
                                分 譲 資 産 使 用 許 可 簿 」  
改 め る 。  

第 14 条 の ２ 第 ２ 項 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め る 。  
第 17 条 第 ２ 項 中 「 工 業 用 水 道 事 業 に あ つ て は 」 、 「 、 地 域 開 発 事 業 に あ つ て は 別 表 第

２ 」 及 び 「 、 そ れ ぞ れ 」 を 削 る 。  
  第 84 条 第 ２ 項 中 「 企 業 総 務 課 」 を 「 本 局 」 に 改 め る 。  

第 124 条 、 第 126 条 及 び 第 131 条 か ら 第 133 条 ま で の 規 定 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」
に 改 め る 。  

第 ９ 章 を 次 の よ う に 改 め る 。  
第 ９ 章   削 除  

第 1 0 章 中 第 1 5 4 条 の ２ を 第 1 4 9 条 と し 、 第 1 5 4 条 の ３ を 第 1 5 0 条 と し 、 第 1 5 4 条 の ４ を 第
151 条 と し 、 第 154 条 の ５ を 第 152 条 と す る 。  

第 11 章 中 第 154 条 の ６ を 第 153 条 と し 、 同 条 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  
第 154条   削 除  

第 154 条 の ７ を 削 る 。  
第 155条 、 第 155条 の ２ 、 第 158条 か ら 第 160条 ま で 、 第 162条 か ら 第 165条 ま で 、 第 167条

及 び 第 169 条 か ら 第 172 条 ま で の 規 定 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め る 。  
第 176 条 第 ５ 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

５   前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 225条 の
２ 第 １ 項 に 規 定 す る 電 子 契 約 書 に よ る 場 合 は 、 記 名 押 印 に 代 え て 電 子 署 名 （ 電 子 署 名
及 び 認 証 業 務 に 関 す る 法 律 （ 平 成 1 2 年 法 律 第 1 0 2 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 電 子 署 名
を い う 。 ） を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  
第 179 条 第 １ 項 第 12 号 中 「 又 は 分 譲 資 産 」 を 削 る 。  
第 18 5条 第 １ 項 中 「 特 別 の 定 め が あ る 場 合 を 除 く ほ か 、 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島

県 規 則 第 17号 ） 第 23 5条 第 １ 項 に 定 め る 割 合 」 を 「 政 府 契 約 の 支 払 遅 延 防 止 等 に 関 す る 法
律 （ 昭 和 24年 法 律 第 256号 ） 第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 財 務 大 臣 が 決 定 し た 率 」 に 改 め る 。  

第 216条 第 １ 号 中 「 250万 円 」 を 「 400万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 号 中 「 160万 円 」 を 「 300
万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 号 中 「 80 万 円 」 を 「 150万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 号 中 「 50 万 円 」
を 「 100万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 号 中 「 30万 円 」 を 「 50万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ６ 号 中 「 100
万 円 」 を 「 200 万 円 」 に 改 め る 。  

第 226 条 中 「 企 業 総 務 課 長 」 を 「 課 長 」 に 改 め る 。  
第 2 2 7 条 中 「 （ 分 譲 資 産 に つ い て 管 理 の 権 限 を 有 す る 者 を 含 む 。 以 下 本 節 に お い て 同

じ 。 ） 」 、 「 又 は 分 譲 資 産 」 、 「 、 分 譲 資 産 」 及 び 「 （ 分 譲 資 産 を 含 む 。 以 下 本 節 に お
い て 同 じ 。 ） 」 を 削 る 。  

第 230 条 第 19 号 及 び 第 20 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  
⒆   削 除  
⒇   削 除  
第 230 条 第 55 号 か ら 第 58 号 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  
(55)  削 除  
(56)  削 除  
(57)  削 除  
(58)  削 除  
別 表 第 ２ を 次 の よ う に 改 め る 。  

別 表 第 ２   削 除  
附   則  

１   こ の 規 程 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
２   地 域 開 発 事 業 会 計 の 令 和 ６ 年 度 予 算 に 係 る 勘 定 の 科 目 の 区 分 に つ い て は 、 こ の 規 程

に よ る 改 正 前 の 第 17 条 第 ２ 項 及 び 別 表 第 ２ の 規 定 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。  
                                                                （ 企 業 総 務 課 ）  
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福 島 県 病 院 局 財 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を こ こ に 公 布 す る 。  
令 和 ７ 年 ３ 月 28 日  

福 島 県 病 院 事 業 管 理 者   挾   間   章   博    
福 島 県 病 院 局 管 理 規 程 第 ５ 号  

福 島 県 病 院 局 財 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程  
福 島 県 病 院 局 財 務 規 程 （ 平 成 1 6 年 福 島 県 病 院 局 管 理 規 程 第 ５ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  
第 43 条 第 １ 項 第 ４ 号 中 「 振 り 出 し 」 の 次 に 「 又 は 関 係 の 出 納 取 扱 金 融 機 関 が 定 め る 当

座 預 金 払 戻 請 求 書 を 作 成 し 」 を 加 え る 。  
第 90 条 第 １ 項 中 「 小 切 手 」 を 「 次 の 各 号 に 掲 げ る 書 類 の う ち い ず れ か 一 つ 」 に 改 め 、

同 項 に 次 の 各 号 を 加 え る 。  
⑴   小 切 手  
⑵   当 座 預 金 払 戻 請 求 書  
第 171 条 第 ５ 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。  

５   前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 225条 の
２ 第 １ 項 に 規 定 す る 電 子 契 約 書 に よ る 場 合 は 、 記 名 押 印 に 代 え て 電 子 署 名 （ 電 子 署 名
及 び 認 証 業 務 に 関 す る 法 律 （ 平 成 12年 法 律 第 102号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 電 子 署 名
を い う 。 ） を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  
第 180 条 第 １ 項 中 「 （ 昭 和 39 年 福 島 県 規 則 第 17 号 ） 」 を 削 る 。  
第 212条 第 １ 号 中 「 250万 円 」 を 「 400万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 号 中 「 160万 円 」 を 「 300

万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 号 中 「 80万 円 」 を 「 150万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 号 中 「 50万 円 」
を 「 100万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 号 中 「 30万 円 」 を 「 50万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ６ 号 中 「 100
万 円 」 を 「 200 万 円 」 に 改 め る 。  

第 233 条 第 １ 項 中 「 第 22 条 の ５ 第 １ 項 」 を 「 第 22 条 の ４ 第 １ 項 」 に 改 め る 。  
様 式 第 33 号 中 「 ○印 」 を 削 る 。  
様 式 第 41 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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附   則  
  こ の 規 程 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
                                                                （ 病 院 経 営 課 ）  
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